
（別紙３）

〜 令和 8年 3 ⽉ 31 ⽇

（対象者数） 27 （回答者数） 13

〜 令和 8 年3 ⽉31  ⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

天候悪化時の変更も含めて予定を⽴てて利⽤者に知らせる
ことができるようにしておく。
初めての場所へ出かけた際は様⼦や⽀援したことについて
より具体的に保護者にお伝えするようにする。
中⾼⽣を対象にSSTの⼀環としての外出⽀援を⾏っていく。
（おつかい・公共交通機関を使っての外出など）

2

毎⽉の⽀援会議の充実を図る。ABA実践を⽤いた個別の⽀
援を強化したり、⼼⾝の⾃⽴へ向けた⽀援をより細やかに
⾏うことができるよう研鑽を積む。
さらに、ことばや運動機能向上へのアプローチをするべ
く、外部から専⾨家を招いたり研修参加をしたりする。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

⼤枠は決めておき、個別の選択の余地をもたせた職員の動
きを打ち合わせておく。その児が選び取る⼒があるかを含
め、実践しながら⾒極めて必要な改善を常に⾏っていく⽀
援⽅法に慣れる。

2 利⽤児が⾃分で選んでできる⾃⽴課題の準備をする。
時季に⾒合った⾏事や制作の提供をする。

3

モニタリングごとのアセスメント実施。⽀援計画原案を⽀
援会議にかけて本案の策定をする。
⽇頃学校で取り組んでいることや、理解度と対応⼒など担
任に聞いたり、新たな活動への取り組みをしてみることで
多⾓的に評価・アセスメントをする。

○事業所名 すずらん

○保護者評価実施期間 令和8  年2 ⽉1 ⽇

○保護者評価有効回答数

令和 年2 ⽉1 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 8年 5  ⽉1 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

利⽤児のニーズにあった⽀援⽬標になっていないケースが多
い。

アセスメントのスパンが⻑い。また、保護者ベースでのアセ
スメントを基にして計画策定を⾏っている。
事業所での活動にバリエーションが少ないために、同じよう
な計画、⽬標設定になりがち。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽀援が画⼀的になっている。
利⽤児が選び取れる機会を設けられていない。

事前に⽀援内容や実施内容を決めてしまっていることが多
く、利⽤児が⽇々の⽬標設定ややりたいことを決めるチャン
スをもらえていない。

外出以外の⽀援が不⼗分。 ⾃⽴課題や制作、⾏事などの取り組み不⾜。

外遊びや、買い物・外⾷などの外出⽀援がフットワーク軽く
できること。

事故防⽌のためや、歩⾏介助のために配⾞や付き添いを考慮
して⽀援している。
経験を積むため⻑期休みには普段⾏けない商業施設や外⾷に
出かけるようにしている。

強度⾏動障害児⽀援・⼼理・保育・介護の専⾨的⽀援ができ
る職員集団であること。

利⽤時にとってわかりやすい伝え⽅や、互いに安全な⽀援
の⽅法をチームで選択できる。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


